
競技規則２０１９—２０２０年 改正の概要 

主な改正および明確化された点の概要を示す。 

 

第４条 

・ シャツの各袖とまったく同じマルチカラーや色の柄のアンダーシャツの着用は、認められる。 

第５条 

・ チーム役員の不正行為に対してイエローカード/レッドカードを示すことができる。もし不正

を働いた者が特定できなかったならば、テクニカルエリア内のより上位のコーチにイエローカ

ード/レッドカードが示される。 

・ ペナルティーキックが与えられた場合、そのチームのペナルティーキックを行うキッカーは負

傷の状況の確認や治療を受けることができ、そのままフィールド内に留まり、キックを行うこ

とができる。 

第 7条 

・ “クーリングブレーク“と”飲水タイム“の違いを明確化した。 

第 8条 

・ トスに勝ったチームは、キックオフも選ぶことができる。 

・ ドロップボール - (プレーがペナルティーエリア内で止められたならば)ボールはゴールキー

パーにドロップされる。または、最後にボールが触れられた位置で、最後にボールに触れたチ

ームの 1人の競技者にドロップされる。(両チームの)その他すべての競技者は、ドロップの位

置から 4m(4.5 ヤード)以上離れなければならない。 

第９条 

・ ボールが主審(または、その他の審判員)に当たり、ゴールに入ったり、攻守が変わったり、あ

るいは、それにより新たな攻撃が始まった場合、ドロップボールとする。 

第１０条 

・ ゴールキーパーは、相手ゴールにボールを投げ入れて得点することができない。 

第１２条 

・ ハンドの反則に関する文章が修正され、“意図なく”ボールが手に当たったときに“反則とす

る”(反則としないのか)場合のガイドラインがより明確になって、より明瞭で一貫性あるもの

となった。 

・ 残肢の反則に関する文章が修正され、“意図なく”ボールが残肢に当たったときに“反則とす

る”（反則としないのか）場合のガイドラインがより明確になって、より明瞭で一貫性のある

ものとなった。 

・ ゴールキーパーが自分のペナルティーエリア内で“不正に”ハンドの反則を犯した場合、イエ

ローカード/レッドカードにならないことが確認された。 

・ ゴールキーパーがチームメイトから意図的にパスされたボールをけったりプレーに戻そうと

したものが失敗した場合、その後、ボールを手で扱って良い。 

・ 主審は、反則を受けたチームがクイックでフリーキックを行い、得点の機会を得た場合、次に

プレーが停止されるまで、イエローカード/レッドカードを示すのを待って良い。 



・ その後得点が認められなかった場合でも、“不適切な”得点の喜びに対するイエローカードは

消えない。 

・ チーム役員が注意を与えられる、また、イエローカード/レッドカードを示される反則をリス

トアップした。 

・ 言葉による反則は、すべて、間接フリーキックで罰せられる。 

・ 物をけりつけることは、物を投げつける反則と同じ方法で罰せられる。 

第１３条 

・ 主審は間接フリーキックが行われた後、直接得点につながらない(例えばオフサイドによる間

接フリーキックが最たるもの)ことが明らかになった場合、間接フリーキックとして上げた腕

を下ろして良い。 

・ ペナルティーエリアからの守備側チームのフリーキックが行われるとき、けられて明らかに動

いたならばボールはインプレーとなる。ペナルティーエリアを出る必要はない。 

・ 守備のための“壁”が 3人以上の競技者で作られたならば、すべての攻撃側競技者は“壁”か

ら 1m 以上離れなければならない。1m 以内に侵入したら、相手の間接フリーキックとなる。 

第１４条 

・ ペナルティーキックが行われるとき、ゴールポスト、クロスバー、ネットは動かされていない

こと、また、ゴールキーパーがこれらに触れていないこと。 

・ ゴールキーパーは、ペナルティーキックが行われるとき、少なくても片足をゴールラインか、

ラインの上方に置いていなければならない。ラインの後方にいることはできない。 

・ 主審がペナルティーキックを行うよう合図をしたが、キックが行われる前に反則が犯された場

合、イエローカード/レッドカードを示した後にキックが行われなければならない。 

 



すべての改正点の詳細(条の順番による) 

次のとおり、2018/19 版競技規則からの全改正を示す。(必要に応じて)これまでの文章と新しい、

または改正された、あるいは追加の文章を示し、そこに改正の解説を追記している。 

 

第 4条 – 競技者の用具 

3.色 

追加の文章 

アンダーシャツは、次のものとする: 

・ シャツの各袖の主たる色と同じ色で、1色とする。または、 

・ シャツの各袖とまったく同じ色の柄にする 

 

解説 

最近メーカーが作る柄の入ったアンダーシャツの袖は、シャツの袖の主たる柄と同じになっている。

これは、 審判員の判定の一助となる。 

 

第 5条 – 主審 

3.職務と権限 - 懲戒処置 

追加の文章 

主審は: 

・ 責任ある態度で行動しないチーム役員に対して処置をとり、注意する、イエローカードで警告

する、レッドカードで競技のフィールドとその周辺(テクニカルエリアを含む)から退席退場さ

せる。 

反則を犯した者を特定できない場合、テクニカルエリア内にいるより上位のコーチが罰則を受

ける。退席処置退場となる反則を犯したチームのメディカルスタッフは、(...)試合にとどま

ることができる。 

 

解説 

チーム役員による不正行為に対するイエローカードやレッドカードの実験が成功し、若い審判員が

難しい扱いが必要となる年長のコーチに対応する場合など、あらゆるレベルで多くの利益があるこ

とが明らかになった。反則を犯した者を特定できない場合、テクニカルエリア内にいる上位のコー

チ(通常は、監督。「コーチ」 には、他のチーム役員を含む。)がイエローカードやレッドカードを

受ける(他のチーム役員に関して責任を負う人物として)。 

 

3.職務と権限 - 負傷 

追加の文章 

主審は: 

(...) 

・ 負傷した競技者が競技のフィールド内で治療を受けることはできず、(...).競技のフィールド



から退出する要件につき、次の場合のみ例外とする: 

・ (...) 

・ ペナルティーキックが与えられ、負傷した競技者がキッカーとなる場合 

 

解説 

キッカーが負傷の程度の判断と治療を必要とし、競技のフィールドから離れなければならず、ペナ

ルティーキックを行えないのは不公平である。 

 

第 7条 – 試合時間 

3.空費された時間の追加 

改正後の文章 

主審は、以下のように、前半、後半に空費されたすべての時間を追加する: 

・ 競技会規定で認められる、飲水(1 分間を超えてはならない)やその他医療上の理由による停止 

・ 「飲水」タイム(1 分間を超えてはならない)や「クーリング」ブレーク(90 秒間から 3 分間

で)など、競技会規定で認められる医療上の理由による停止 

 

解説 

競技者の安全のため、一定の天候状態(例えば、高温多湿)において体温を下げるための「ク-リン

グ」ブレ ーク(90 秒間から 3 分間まで)を行うことを、競技会規定で認めることができる。これ

らは水分補給のための 「飲水」タイム(最大 1 分間)とは異なる。 

 

第 8条 – プレーの開始および再開 

1.キックオフ - 進め方 

文章の追加および改正 

・ コイントスに勝ったチームが、前半に攻めるゴールか、またはキックオフを行うかを決める。 

・ この結果により、相手チームがキックオフを行う、または前半に攻めるゴールを決める。 

・ トスに勝った前半に攻めるゴールを決めたチームは、後半開始のキックオフを行う。 

 

解説 

最近の競技規則変更によって、キックオフからの攻撃の選択肢が増え(例えば、キックオフから直

ぐに得点が生まれる)、トスに勝ったキャプテンがキックオフを選べないのかと求めることがある。 

 

第 8 条 – プレーの開始および再開 

2.ドロップボール - 進め方 

文章の追加および改正 

これまでの文章 

・ 主審は、プレーを停止したときにボールが あった位置でボールをドロップする。ただ し、ボ

ールがゴールエリアにあるときにプ レーを停止した場合、ボールや、プレーを 停止したとき



にあった地点にもっと近いゴ ールラインに平行なゴールエリアのライン 上でドロップされ

る。 

・ ボールがグラウンドに触れたときに、ボー ルはインプレーとなる。 

・ 何人の競技者でもドロップボールに参加 できる(ゴールキーパーを含む)。主審は 誰がドロッ

プボールに参加してよいか、ま た、ドロップボールの結果につて指示できない。 

 

新しい文章 

・ 次の状況でプレーが停止された場合、ボール はペナルティーエリア内で守備側チームのゴー

ルキーパーにドロップされる: 

・ ボールがペナルティーエリア内にあった 

または 

・ ボールが最後に触れられたのがペナルテ ィーエリア内であった 。 

・ その他のすべてのケースにおいて、主審は、 ボールが最後に競技者、外的要因または審判員(第 

9 条 1 項に示される)に触れた位置 で、最後にボールに触れたチームの競技者 の 1人にボー

ルをドロップする。 

・ (両チームの)他のすべての競技者は、ボー ルがインプレーになるまで 4m(4.5 ヤード)以 上

ボールから離れなければならない。 

ボールがグラウンドに触れたときに、ボールはインプレーとなる。 

何人の競技者でもドロップボールに参加できる (ゴールキーパーを含む)。主審は誰がドロップボ 

ールに参加してよいか、また、ドロップボールの結果について指示できない。 

 

解説 

現在、ボールをあえて一方のチームにドロップしてプレーを再開することで、ドロップボールが不

正に「利用」 されたり(例えば、相手競技者のハーフ内の深い位置にけり出してスローインにする)、

あるいは、攻撃的な 対立を引き起こしたりすることがしばしば起きている。最後にボールをプレ

ーしたチームにボールを返すこと により、プレーが停止されたことでボールを失ってしまった不

利益を回復する。ただし、ペナルティーエリア内 の場合は、ゴールキーパーにボールを戻した方

がシンプルに再開できる。チームが利益を不正に得ることを 防ぐため、ボールを受ける競技者を

除く両チームのすべての競技者は、4m(4.5ヤード)以上離れなければならない。 

 

第 9条 – ボールインプレーおよびボールアウトオブプレー 

1.ボールアウトオブプレー 

改正後の文章 

ボールは、次のときにアウトオブプレーとなる: 

・ (...) 

・ ボールが審判員に触れ、競技のフィールド内にあり、次のような場合。 

・ チームが大きなチャンスとなる攻撃を始めるか 

・ ボールが直接ゴールに入るか 



・ ボールを保持するチームが替わる 

こうしたすべてのケースでは、プレーはドロップボールによって再開される。 

 

解説 

ボールが審判員、特に主審に当たってチームが利益を得たり得点したりするのは、多くの場合、公

平・公正 さに欠けることになる。 

 

2.ボールインプレー 

ボールは、審判員に触れたり、審判員、ゴールポスト、クロスバー、コーナーフラッグポストから

はね返って競技のフィールド内にある場合も含めてつねにインプレーである。 

 

解説 

第 9 条 1 項で示されている場合を除き、ボールは審判員に触れてもインプレーである。 

 

第 10 条 – 試合結果の決定 

1.得点 

改正後の文章 

ゴールにボールを入れたチームが反則を犯していなければ、(...), 得点となる。 

ゴールキーパーが相手のゴールにボールを直接投げ入れた場合、ゴールキックが与えられる。 

 

解説 

第 12 条におけるハンドの反則の言い換えに合わせるための変更 

 

第 12 条 – ファウルと不正行為 

1.直接フリーキック - ボールを手または腕で扱う 

改正後の文章 

競技者が手や腕またはクラッチを用いて意図的にボールに触れる行為はボールを手で扱う反則で

ある。 次のことを考慮しなければならない: 

・ ボールの方向への手や腕、クラッチの動き(ボールが手や腕の方向に動いているのではなく) 

・ 相手競技者とボールの距離(予期していないボール) 

・ 手や腕の位置だけで、反則とはみなさない。 

競技者が次のことを行った場合、反則となる 

・ 手や腕、クラッチをボールの方向に動かす場合を含め、手や腕、クラッチを用いて意図的にボ

ールに触れる。 

・ ボールが手や腕、クラッチに触れた後にボールを保持して、またはコントロールして、次のこ

とを行う。 

・ 相手競技者のゴールに得点する。 

・ 得点の機会を作り出す。 



・ 偶発的であっても、手や腕、クラッチから相手チームのゴールに直接得点する。 

 

競技者が次のことを行った場合、通常は反則となる： 

・ 次のように手や腕、クラッチでボールに触れたとき 

・ 手や腕、クラッチを用いて競技者の体を不自然に大きくした。 

・ 競技者の手や腕、クラッチが肩の位置以上の高さにある。（競技者が意図的にプレーした

のち、ボールがその競技者の手や腕、クラッチに触れた場合を除く） 

 

これらの反則は、ボールが近くにいる別の競技者の頭または体（足を含む）から競技者の手や腕、

クラッチに触れた場合でも適用される。 

 

これらの反則を除き、次のようにボールが競技者の手や腕、クラッチに触れた場合は、通常は反則

ではない： 

・ 競技者自身の頭または体（足を含む）から直接触れる。 

・ 近くにいた別の競技者の頭または体（足を含む）から直接触れる。 

・ 手や腕、クラッチは体の近くにあるが、手や腕、クラッチを用いて競技者の体を不自然に

大きくしていない。 

 

解説 

ハンドの反則に関しては、特に「意図的ではない」ハンドが反則となる場合について、より明確に

する必要があった。また、基本的な原則に従って語句を言い換えた。 

・ サッカーでは、手や腕、クラッチを用いて得点することは受け入れられない(偶発的であって

も)。 

・ サッカーでは、競技者が手や腕、クラッチを用いてボールを保持またはコントロールし、得点

する、または得点の機会を作り出すなどの大きな利益を得た場合、ハンドの反則によって罰せ

られることが求められる。。 

・ 手や腕、クラッチを肩より高い位置におくことは「自然」な位置であることはほとんどなく、

競技者は手や腕、クラッチをその位置に置くことで「リスク」を冒していることになる。 

・ ボールが競技者の体、または近くにいた(いずれかのチームの)他の競技者に当たって手や腕、

クラッチに向かって来た場合、ボールとの接触を避けることは不可能であることが多い。 

 

1.直接フリーキック - ボールを手または腕で扱う 

改正後の文章 

ゴールキーパーは、ゴールキーパーは、自分のペナルティーエリアで直接フリーキックやその他の

懲戒の罰則の対象となるボールを手または腕で扱う反則を犯しても罰せられないが、ボールを手や

腕で扱うことによって間接フリーキックが与えられることになる反則であれば、罰せられることも

ある。ゴールキーパーが、自分のペナルティーエリア内で、認められていないにもかかわらず手や

腕でボールを扱った場合、間接フリーキックが与えられるが、懲戒の罰則にはならない。 



 

解説 

ゴールキーパーは、味方競技者から意図的にけられたボール、または一度手から放したボールを、

自分のペナルティーエリア内で手または腕で扱うと間接フリーキックとなる。これらの反則、 こ

の他ゴールキーパーがゴールキックを行い再びエリア内でボールを手で扱うなどの反則を犯して

相手の大きなチャンスとなる攻撃を止める、得点を阻止する、または決定的な得点の機会を阻止し

ても、懲戒の罰則は与えられない。 

 

1.直接フリーキック - ボールを意図的に残肢で扱う。 

改正後の文章 

競技者が切断側の残肢を用いて意図的にボールに触れる行為は反則である。 

次のことを考慮しなければならない： 

・ 残肢をボールの方向に動かす場合を含め、残肢を用いて意図的にボールにふれる。 

・ ボールが残肢に触れた後にボールを保持して、またはコントロールして、次のことを行う。 

・ 相手競技者のゴールに得点する。 

・ 得点の機会を作り出す。 

 

これらの反則を除き、次のようにボールが競技者の残肢に触れた場合は、通常は反則ではない： 

・ 競技者自身の頭または体（足を含む）から直接触れる。 

・ 近くにいた別の競技者の頭または体（足を含む）から直接触れる。 

 

 

第 12 条 – ファウルと不正行為 

2.間接フリーキック 

改正後の文章 

ゴールキーパーが自分のペナルティーエリア内で、次の反則のいずれかを犯した場合、間接フリー

キックが与えられる: 

・ ボールを放すまでに、手または腕で 6 秒を超えてコントロールする。 

・ ボールを手から放した後、他の競技者がそのボールに触れる前に手または腕でボールに触れる。 

・ 次のような状況で、ボールを手または腕で触れる。ただし、ゴールキーパーがボールをプレー

に戻すため、 明らかにボールをける、またはけろうとした場合を除く: 

・ ボールが味方競技者によって意図的にゴールキーパーにキックされる。 

 

解説 

・ 「腕」を含めることで、ボールを手または腕で扱う反則に関する規則の他の部分と合わせた。 

・ ゴールキーパーがプレーに戻すために、ボールをけったり、またはけろうとしたりすることで、

ゴールキーパーがボールを手や腕で扱う意図がなかったことがわかる。そのため、仮にボール

をうまくクリアすることができなかった場合、以降、ゴールキーパーは、ボールを手または腕



で扱うことができる。 

 

第 12 条 – ファウルと不正行為 

3.懲戒処置 

改正後の文章 

主審は、試合前の競技のフィールド点検のために競技のフィールドに入ったときから試合(ペナル

ティーマークからのキックを含む)の終了後に競技のフィールドを離れるまで、懲戒処置をとる権

限をもつ。試合開始のため競 技のフィールドに入る前に競技者またはチーム役員が退場となる反

則を犯した場合、主審は、その競技者またはチーム役員を試合に参加させない権限を持つ(第 3 条 

6 項を参照)。主審はその他の不正行為を報告する。 

競技のフィールドの内外にかかわらず、相手競技者、味方競技者、審判員、その他の者に対し警告

または退場となる反則を犯した競技者またはチーム役員は、その反則に従って懲戒される。イエロ

ーカードは警告されたことを知らせるため、レッドカードは退場が命じられたことを知らせるため

に用いられる。 

(...) 

競技者、交代要員、または交代して退いた競技者またはチーム役員のみにレッドカードまたはイエ

ローカードが示される。 

 

解説 

レッドカードおよびイエローカードをチーム役員にもだすことができるようになった。(第 5 条参

照) 

 

3.懲戒処置 - カードの提示とプレーの再開 

追加の文章 

主審が警告または退場と判断した場合、懲戒の罰則の処置をし終えるまでプレーを再開させてはな

らない。ただし、主審が懲戒の罰則の手続きを始めておらず、反則を犯していないチームがすばや

くフリーキックを行って、 明らかな得点の機会を得た場合を除く。懲戒の罰則の処置は、次にプ

レーが停止されたときに行われる。なお、 反則が相手チームの決定的な得点の機会を阻止したも

のであった場合、競技者は警告されることになる。 

 

解説 

警告や退場となる反則で攻撃が一時的に止められても、攻撃側チームはすばやくフリーキックを行

うことで“そ の攻撃”を引き続き行うことができるが、イエローカードやレッドカードを示すと

“新たな”攻撃ができなくなるので、 明らかに公平・公正とは言えない。もっとも、主審がカー

ド示し始めることで反則を犯したチームの守備への注 意をそらすことになってしまうのであれば、

すばやいフリーキックは認められない。なお、DOGSO でプレーが止 められた後すばやくフリーキ

ックが行われたならば、攻撃は再開できたので、退場は命じられず警告となる (DOGSO の反則にア

ドバンテージを適用したときと同じ)。 



 

3.懲戒処置-得点の喜び 

追加の文章 

次の場合、競技者は、得点が認められなくとも警告されなければならない: (...) 

 

解説 

得点が認められない場合でも、不適切な得点の喜びが(安全性、ゲームのイメージなどに)与える影

響 は得点が認められた場合と同じであるため、警告が与えられる。 

 

3. 懲戒処置-チーム役員 

改正後の文章 

反則があり、その反則を犯した者を特定できない場合、テクニカルエリア内にいる上位のコーチが

罰則を受ける。 

注意 

通常、次の反則は注意となるが、繰り返しまたは露骨に行った場合、警告または退場となる:  

・ リスペクトある、または対立的ではない態度で、競技のフィールドに入る。 

・ 主審や副審の指示または要求を無視するなど、審判員に協力しない。 

・ 決定に対して軽度の不満を示す(言葉や行動により)。 

・ 他の反則を犯すことなく、時折テクニカルエリアから出る。 

警告 

警告となる反則は、次のとおりである(ただし、これらに限らない): 

・ 明らかに、または繰り返して自分のチームのテクニカルエリアから出る。 

・ 自分のチームのプレーの再開を遅らせる。 

・ 意図的に相手チームのテクニカルエリアに入る(対立的ではなく)。 

・ 言葉または行動により異議を示す、例えば: 

・ ドリンクボトルやその他の物を投げる、またはける。 

・ 審判員に対するリスペクトを明らかに欠いた身振りをする。皮肉な拍手など。 

・ 過度に、または繰り返し、レッドカードやイエローカードを示す身振りをする。 

・ 挑発したり、相手の感情を刺激するような身振りや行動をする。 

・ 容認できない行為を繰り返し行う(注意となる反則を繰り返すことを含む)。 

・ サッカーに対してリスペクトに欠ける行為を行う。 

退場 

退場となる反則は、次のとおりである(ただし、これらに限らない): 

・ ボールを放さない、ボールを遠くへける、競技者の動きをさえぎるなどで、相手チームのプレ

ーの再開を遅らせる。 

・ 意図的にテクニカルエリアを出て、次のことを行う: 

・ 審判員に対して異議を示す、または抗議する。 

・ 挑発したり、相手の感情を刺激するような態度をとる。 



・ 攻撃的または対立的な態度で相手チームのテクニカルエリアに入る。 

・ 競技のフィールドに物を意図的に投げ入れる、またはけり込む。 

・ 競技のフィールドに入り、次のことを行う: 

・ 審判員と対立する(ハーフタイムと試合終了後を含む)。 

・ プレー、相手競技者、または審判員を妨害する。 

・ 同じ試合の中で 2つ目の警告を受ける。 

・ 攻撃的な、侮辱的な、または下品な発言や身振りをする。 

・ 認められていない電子機器や通信機器を使用したり、電子機器や通信機器を使用して不適切な

行動をとる。 

・ 乱暴な行為を犯す。 

 

解説 

注意、イエローカードまたはレッドカードになる主な反則を競技規則に規定し、チーム役員による

不正行為に 対して正しくイエローカードやレッドカードを示せるようにした。 

 

第 12 条 – ファウルと不正行為 

4.ファウルや不正行為の後のプレーの再開 

追加の文章 

ボールがインプレー中、競技者が競技のフィールド内で体を用いた反則を犯した場合: 

・ 相手競技者に対する反則の場合 ‐ 間接フリーキック、直接フリーキックまたは、ペナルティ

ーキック 

・ 味方競技者、交代要員、交代して退いた競技者、退場となった競技者、チーム役員または審判

に対する反則の場合 ‐ 直接フリーキックまたはペナルティーキック 

・ その他のものに対する反則の場合 ‐ ドロップボール 

すべての言葉による反則は、間接フリーキックとなる 

 

解説 

体を用いた反則の種類の違い(接触がある場合、ない場合)で再開方法が異なること、また、審判員

に対し てであっても、言葉による反則はすべて間接フリーキックで罰せられることを確認した。 

 

第 12 条 – ファウルと不正行為 

4.ファウルや不正行為の後のプレーの再開 

文章の追加 

反則が競技のフィールド外で競技者によって、自分のチームの競技者、交代要員、交代して退いた

競技者 またはチーム役員に対して犯されたならば、反則または妨害が起きたところから最も近い

境界線上から行う 間接フリーキックでプレーは再開される。 

 

解説 



競技者が自分のチームの競技者、チーム役員、交代要員などに対して反則を犯したならば、間接フ

リーキッ クになることを確認した。 

 

4.ファウルや不正行為の後のプレーの再開 

文章の改正 

競技のフィールド内または外に立っている競技者が、相手競技者に対して物(試合球以外)を投げた

り、またはけった場合、もしくは相手チームの競技者交代要員、交代して退いた、または退場とな

った競技者、チ ーム役員、あるいは審判員や試合球に物(試合球以外のボールを含む)を投げた、

またはけった場合、直接フリーキックでプレーは再開される(...) 

 

解説 

人やボールに対して物をける行為は、物を投げる行為と同様に罰せられる。 

 

第 13 条 – フリーキック 

1.フリーキックの種類 - 間接フリーキックのシグナル 

文章の改正 

主審は、片腕を頭上に上げて間接フリーキックであることを示す。キックが行われ、他の競技者が

ボールに触れるかアウトオブプレーになる、または直接得点することができないと明らかにわかる

まで、このシグナルを続ける。 

 

解説 

片腕を上げながら走ることは容易ではない。これまでは、他の競技者がボールに触れるまで片腕を

上げ続 けていなければならなかったが、多くの場合、間接フリーキックは相手ゴールから遠くす

ぐに得点することが できないので(オフサイドの間接フリーキックなど)、得点につながらない状

況であれば、フリーキックが行われた後、腕を下ろしても良くなった。 

 

第 13 条 – フリーキック 

2.進め方 

文章の改正 

別紙 1 競技規則改正 2019/2020(主な改正と明確化の概要) 

￼￼  競技者が主審の承認なく競技のフィールドに入る、復帰する、または離れたことによる反則

に対して与えられるフリーキックは、プレーが停止したときにボールがあった位置から行われる。

しかしながら、競技者がプレーの一環として競技のフィールドを離れ、他の競技者に対して競技の

フィールドの外で反則を犯した場合、反則が起きたところから最も近い境界線上から行うフリーキ

ックでプレーは再開される。その直 接フリーキックの対象となる反則が起こったとき、フリーキ

ックの位置が、反則を犯した競技者自身のペ ナルティーエリアの境界線上であれば、ペナルティ

ーキックが与えられる。  



解説 

他の条文に合わせるための変更 

 

2. 進め方 

文章の改正 

ボールが: 

・ (...) 

・ けられて明らかに動いたときにインプレーとなる。が、守備側チームが自分のペナルティーエ

リア内でフリーキックを得たときは、ボールがけられて直接ペナルティーエリア外に出たとき

インプレーとなる。 

 

解説 

ペナルティーエリア内で守備側チームのフリーキックを行うときにボールはけられたならばすぐ

にインプレーとなり、ペナルティーエリアを出る必要はないという実験を行ったところ、試合の再

開がより速く積極的再開ができることがわかった。相手競技者はボールがインプレーになるまで、

ペナルティーエリアの外、かつ６m 以上離れなければならない。 

 

2.進め方 

追加の文章 

ボールがインプレーになるまで、すべての相手競技者は: 

・ ６m以上、ボールから離れなければならない。(...) 

・ 相手のペナルティ-エリア内で与えられたフリーキックのときは、ペナルティーエリアの外に

いなければならない。 

３人以上の守備側チームの競技者が「壁」を作ったとき、すべての攻撃側チームの競技者はボール

がインプレーになるまで「壁」から 1m(1ヤード)以上離れていなければならない。 

 

解説 

フリーキックのとき、攻撃側競技者が守備の「壁」から非常に近い位置または「壁」の中に立って

いると、フリ ーキックが円滑に行われなかったり、時間の浪費となる。攻撃側競技者が「壁」の

中にいることに合理的な戦術上の正当性はなく、そこにいることは「競技の精神」に反しており、

サッカーのイメージを損なうことになる。 

 

第 13 条 – フリーキック 

3.反則と罰則 

追加の文章 

フリーキックが行われるとき、3人以上の守備側チームの競技者が作る「壁」から、攻撃側チーム

の競技者が 1m(1ヤード)以上離れていない場合、間接フリーキックが与えられる。 

 



解説 

攻撃側競技者が「壁」から 1m 以内に侵入した場合の再開方法について確認した。 

 

3.反則と罰則 

文章の改正 

守備側のチームがそのチームのペナルティーエリア内でフリーキックを行うとき、(...)相手競技

者が、そのペナルティーエリアに残っていた場合、他の競技者に触れるインプレーになる前のボー

ルに触れる、または挑んだ場合、フリーキックをやり直す。 

ペナルティーエリア内で守備側チームがフリーキックを行ったとき、ボールが直接ペナルティーエ

リアから出なかった場合、キックは再び行われる。 

 

解説 

上記の状況における再開の確認。 

 

第 14条 – ペナルティ-キック 

1.進め方 

追加の文章 

ボールは、ペナルティーマーク上で静止しなければならず、ゴールポスト、クロスバー、およびゴ

ールネットは、動いていてはならない。 

(...)  

ゴールキーパーは、ボールがけられるまで、キッカーに面して、両ゴールポストの間のゴールライ

ン上にいて、ゴールポスト、クロスバーまたゴールネットに触れていてはならない。 

(...) 

ペナルティーキックを行う競技者は、ボールを前方にけらなければならない。ボールが前方に動く

のであれば、バックヒールも認められる。 

ボールがけられるとき、守備側チームのゴールキーパーは、少なくとも片足の一部をゴールライン

に触れさせているか、ゴールラインの上に位置させていなければならない。 

 

解説 

・ 主審は、ゴールキーパーがゴールポスト、クロスバーまたはゴールネットに触れていたり、ま

た、けったり、揺らしたりして、これらを動かしていたならば、ペナルティーキックを行うた

めの合図をしてはならない。 

・ ゴールキーパーがゴールラインの前方または後方に立つことは認められない。ペナルティーキ

ックが行われるとき、ゴールキーパーは片足のみをゴールライン上（跳んで足が上がった場合

はゴールラインの上方）に位置させておけば良くなった。これにより、片足だけがゴールライ

ン上にあることを確認すれば良くなり、またキックが行われる前にゴールキーパーが飛び出し

たかどうかも簡単に見極められるようになった。また、キッカーは途中止まったりしながらボ

ールまで走っていくことができるので、ゴールキーパーがキックを予測してワンステップで動



けるようになるのも理にかなっている。 

 

第 14条 – ペナルティ-キック 

2.反則と罰則 

文章の改正 

主審がペナルティ-キックを行う合図をしたならば、キックは行われなければならないが: 

キックが行われなかった場合、主審は、再びキックを行う合図をする前に懲戒処置をとることがで

きる。 

 

解説 

主審がペナルティーキックを行う合図をした後に反則が起こり、キックが行われなかった場合、ボ

ールはインプレーになっていないため、フリーキックを与えることはできない。その場合でも、必

要な懲戒処置をとることができる。 


